
平成29年度事務事業実績評価表
１ 事業概要 課名 農業課 事業No. 171

事務事業名 農業振興推進事業
会計 一般会計

事業区分 経常 実施区分 継続
開始  終了  

根
拠

主要区分 主 記号 計画等名称

戦略計画
   
   
   

分野別計画
○ 地域経済活性化プログラム2017
  
  

法令・例規等
 農業振興地域の整備に関する法律
  
  

事業目的
対象 農業振興地域（農用地区域、白地区域）

意図 農業振興を推進するための事務

２ 事業内容

29年度
取組

取組内容 経費の内容 事業費(千円)
農業振興事業に係る経費、農業用施設や農業課・農業委員会
事務局合同事務所の維持管理に係る経費を支出しました。
2028年度を目標年度とし、農業分野の課題解決と活力ある農
業・農村の構築による地域活性化に向けた政策を進めるため
の指針となる「飯田市農業振興ビジョン」を策定しました。
農業生産基盤である農地を将来にわたって確保していくため
、法に基づき、農業振興地域の農用地区域について、一般管
理（農用地区域への編入、農用地区域から除外、農業用施設
用地への用途区分の変更）を行いました。また、リニア関連
事業等に伴う代替地取得に関する庁内協議や移転者との相談
業務を関係課と連携して実施しました。

事務一般経費 6,581
事務所移転経費 1,566
農業施設エアコン改修工事 972
建物・土地等使用料及び賃借料 6,219
農業経営向上支援事業補助金 400
各種団体負担金 589
農振審議会及び農振事務経費 617
  
  
  
その他の経費 0

活動指標

指標名　(数値で表せる活動量) 単位 平成28年度
実績

平成29年度
実績

平成30年度
実績

平成31年度
実績

平成32年度
実績

農業振興地域農用地区域の面積 ha 2565.3 2564.5    
       
       
       
       
       
       
       

29年度
決算

(千円)

予算額 17,632 特定財源内訳及び補足事項
決算額 16,944 （県）農業経営力向上支援事業補助金（10/10）

（そ）農振内外証明手数料　7千円
（そ）南信濃水産業施設雑入　577千円
（そ）職員駐車場負担金　260千円
（そ）ふるさと寄附金　20千円
（そ）臨時職員給与返還等　60千円

財源の
状況

国庫支出金 0
県支出金 400
地方債 0
その他 924
一般財源 15,620

３ 事務事業を構成する予算科目
番
号

会
計 款 項 目

大
事
業

中
事
業

予算額 決算額 中事業名(科目名称)

1 1 6 1 2 10 1 16,953 16,327 農業総務費

2 1 6 1 3 11 1 679 617 農業振興地域整備促進事業費

3          

4          

5          

6          

7          

振返り課題認識

農業振興ビジョンを踏まえ農業振興と地域づくりを進めるため、農業者や農業関係団体、地域と連携して具体的な取組を検
討し、企画・実施していく必要があります。
優良農地を確保するには、農地の有効利用が農業生産額の向上や地域の活性化に結びつくよう、取組を継続する必要があり
ます。また、リニア関連事業等に伴う開発と農振農用地の調整について、法令に従い適切に対処する必要があります。

上記の課題解決
のための有効策

飯田市農業振興センターを構成する団体、農業者、法人等と課題を共有し、適切な役割分担の下、その解決に向けた具体的
な取組を進めます。優良農地の確保に向けて、担い手への集積や地域ぐるみでの維持・活用を支援します。リニア関連事業
等に伴う開発と農振農用地の調整については、関係課と連携して市の方針を定め、方針に沿った開発としていきます。

次年度に向けて
の取り組み

飯田市農業振興センターを構成する団体との協議や、農業者、法人等の意見を聞く中で、具体的な取組を企画し実施します
。農地の流動化や有効活用に向けて「人・農地プラン」の検討を各地区で行います。リニア関連事業等の進捗により、農振
農用地への建物移転等、開発に係る相談が増加すると見込まれるため、関係課と連携して対応していきます。
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